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長崎県保健事業支援・評価委員会の
取り組みについて

～平成２８年度に実施した個別保健事業評価の支援～

平成２９年度 生活習慣病対策健診・保健指導に関する企画・運営・技術研修（事業評価編）
平成２９年６月９日 ９：００～１１：００

長崎県国民健康保険団体連合会 保険者支援課 末永恵子
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本日の内容

１ 長崎県の紹介

２ 長崎県保健事業支援・評価委員会の概要

３ 平成２６～２７年度の活動

４ 平成２８年度の活動：ＷＧの取り組み

５ 平成２８年度の活動：全体研修会

６ 今後の取り組みについて
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長崎県 ※ＫＤＢデータ Ｈ２７年度（累計）より

人口 １，４１１，８１８人

高齢化率（６５歳以上） ２６．１％

国保被保険者数（加入率％） ３９９，０３９人（２８．３％）

被保険者平均年齢 ５１．５歳

国保保険者数 ２１市町、４国保組合

特定健診受診率 ３８．６％

特定保健指導実施率 ４１．８％

長崎県の紹介
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１．国保・後期高齢者ヘルスサポート事業の全体像

国民健康保険中央会 国保・後期高齢者ヘルスサポート事業ガイドライン（平成２８年１月） より

保険者等

データ分析にもとづく保健事業
の計画・実施・評価（ＰＤＣＡサ
イクル）の取組

【 保健事業 】
（国保の保険者、後期高齢
者医療広域連合が実施する
保健事業）

○データヘルス計画
○国保ヘルスアップ事業
○その他、保険者等における

個別保健事業

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業

国保連合会 国保中央会

【保健事業支援・評価委員会】
公衆衛生学・公衆衛生看護学に造
詣が深い者、大学等研究機関・地
域の関係機関等の有識者及び都
道府県職員、地域の関係者等

・ＫＤＢシステム等を活用した
保険者等への情報提供

・保健事業の手順に沿った評価
基準を活用し実施計画策定へ
の助言

・評価基準等を活用した保健事
業の評価

・保険者等職員に対する研修の
実施

【国保・後期高齢者ヘルスサ
ポート事業運営委員会】
公衆衛生学・公衆衛生看護学に
増詣が深い者及び大学等研究機
関の有識者等

・実態調査
・ガイドラインの策定
・事業の分析・評価・調査・研究
・事業実施報告会の開催
・事業実施報告書の作成・公表
・連合会職員等に対する研修の

実施

○国保ヘルスアップ事業については、
保健事業支援・評価委員会から評価
を受けることが必須要件

＜支援＞

＜報告＞

＜評価＞
＜報告＞

＜支援・
情報提供＞

平成２６年度～
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２．長崎県保健事業支援・評価委員会の概要

長崎県保健事業支援・評価委員会（国保連合会に設置）

・ヘルスサポート事業として、保険者がデータヘルス計画を策定し、保健

事業を実施するにあたり、国保連合会に公衆衛生をはじめとする外部

の専門家等で構成する「支援・評価委員会」を設置し、保険者の申請を

受けて、計画策定や事業実施の報告を受けての支援・評価を行う事業

を実施

・構成 １１名 大学等の公衆衛生・公衆衛生看護学の専門家

協会けんぽ、保健所等

※平成２８年度～ ８名→１１名

・委員会開催 平成２６年度 ３回

平成２７年度 ６回

平成２８年度 ４回

・研修会開催 保険者や県保健所職員等を対象にデータヘルス計画

に関する研修会を開催
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２．長崎県保健事業支援・評価委員会の概要

長崎県保健事業支援・評価委員会 委員の構成

平成２６年度（８名） 平成２７年度 平成２８年度（９名→１１名）

委員長 長崎県立大学 副学長
（保健師）

副委員長 国立病院機構長崎医療センター
（医師）

長崎大学大学院教授
(保健師）

全国健康保険協会長崎支部（業務
部部長）

長崎県福祉保健部国保部門
(医師）

保健所代表
（保健師）

長崎県福祉保健部国保部門（総括
課長補佐）

長崎県福祉保健部健康づくり部門
（保健師）

オブザーバー 長崎県国保連合会
（常務理事）

・平成２８年４月～長崎県福祉保健部
医師：異動後も委員継続
・ＷＧとして 平成２８年８月～
長崎県立大学教授等 保健師 ２名
→
平成２８年１２月～
支援評価委員会委員 として活動
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２．長崎県保健事業支援・評価委員会の概要

長崎県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会設置要綱
※一部抜粋

１．目 的
長崎県国民健康保険団体連合会（以下「連合会」という。）に、市町国民健康

保険、国民健康保険組合及び後期高齢者医療広域連合（以下「保険者等」と
いう。）が実施するレセプト・健診情報等を活用した保健事業が、ＰＤＣＡサイク
ルに沿って効果的・効率的に展開することができるよう支援するため、長崎県
国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会（以下「委員会」とい
う。）を設置する。

２．所管事項
（１） ＫＤＢシステム等を活用した保険者等への情報提供
（２） 保健事業の手順に沿った評価基準を活用し実施計画策定への助言
（３） 評価基準等を活用した保健事業の評価
（４） 保険者等職員に対する研修の実施
（５） その他

３．構 成
（１）委員会は、連合会理事長が委嘱する委員をもって構成する。

長崎県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会設置要綱 より
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～平成２６年度の活動～

７月 支援・評価委員会の設置

１１月 第１回支援・評価委員会の開催

１２月 第２回支援・評価委員会の開催

平成２７年２月 第３回支援・評価委員会の開催

・１０月 ヘルスサポート事業申請書の提出（１３保険者）

１０月 特定健診・保健指導に関わる実務者研修会

・ヘルスサポート事業について
・データ分析による地域の状況、健康課題の把握について
・厚労省様式等の各保険者のデータをもとに演習

１２月 ＫＤＢシステム等に関する保険者説明会

・ＫＤＢシステム操作説明、活用方法 等

・１１月 申請保険者に対する説明会

※職員による保険者
訪問と聞き取りの実施
・既存事業の聞き取り
・事業計画の構想
・計画策定に着手 等

保険者からの聞き取り内容を
事務局が報告（１２保険者）

＜保険者＞
データヘルス計画・個別保健事業の策定

保険者参加型：保険者から
の計画策定状況と現状報告
（９保険者）
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～平成２７年度の活動～
※平成２７年３月 ヘルスサポート事業申請書の提出（１６保険者）
※①データヘルス計画及び個別保健事業計画の策定支援（データ分析、目的・目標・評価指標の設定、健康課

題の明確化）
②個別保健事業の評価（事業実施に対する評価）

３月 国保データ等を用いたデータヘルス計画等の研修会
・データヘルス計画について

・集団のデータ分析について
・ワークショップ「質的な情報の活用と連携」

６月 第１回支援・評価委員会の開催 （３保険者）

１２月 第５回支援・評価委員会の開催 （４保険者）

平成２８年２月 第６回支援・評価委員会の開催 （２保険者）

７月 第２回支援・評価委員会の開催 （５保険者）

９月 第３回支援・評価委員会の開催 （４保険者）

１０月 第４回支援・評価委員会の開催 （２保険者）

※他保険者の計画や保
健事業の内容、支援評
価委員会委員の助言内
容を聞くことができる。

保険者参加型：保険者から
の計画策定状況と現状報告

※連合会保健師３名：
地区担当制・情報共有

支援・評価委員会委員が講師
ファシリテータに保健所からも！
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～平成２８年度の活動～
※平成２８年３月 ヘルスサポート事業申請書の提出（１１保険者）
※①データヘルス計画及び個別保健事業計画の策定支援（データ分析、目的・目標・評価指標の設定、健康課

題の明確化）
②個別保健事業の評価（事業実施に対する評価）

６月 第１回支援・評価委員会の開催 （２保険者）

１２月 第３回支援・評価委員会の開催 （３保険者）

２月 第４回支援・評価委員会の開催 （３保険者）

６・７月 保険者訪問（支援評価委員会委員訪問）

９月 第２回支援・評価委員会WG合同会議の開催

訪問型：

・保険者に訪問しワーク
ショップ実施
・庁内関係者の出席。
・保健所の出席

１２月 保険者訪問（支援評価委員会委員訪問）

１０・１１月 保険者訪問（WG委員訪問）

訪問型：

・支援評価委員会前に
聞き取り訪問を実施→
保険者で再検討→支

援評価委員会で協議
→再度保険者で協議

※様式Step８、９

３月 保険者訪問（支援評価委員会委員訪問）

３月 研修会
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～平成２８年度の活動～
★１保険者の支援・評価の流れ

保険者による個別保健事業の自己評価 ※様式Step８

WG・支援評価委員会委員による保険者訪問

２）で協議した内容を踏まえ、再度保険者側で協議

＜支援・評価委員会＞
・（WG委員から）訪問報告
・（保険者から）その後協議したこと等の説明
・委員会での協議、助言等

４）で協議した内容を踏まえ、再度保険者側で協議・軌道修正

＜支援・評価委員会＞
・５）について事務局から報告
→支援評価委員会からのコメントを保険者にお返しする。

１）

２）

３）

４）

５）

６）
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～平成２８年度の活動～
★１保険者の支援・評価の流れ 様式Step９

①保険者記入：
・保険者の自己評価
※Step8で取り組んだ内容を転記してください。

②保険者記入：
・保険者訪問・聞き取りを受けての検証

④保険者記入：
・支援評価委員会後の軌道修正

③支援・評価委員会記入：
・支援評価委員会の評価

⑤支援・評価委員会記入：
・PDCAサイクルの確認

ＷGによる保険者訪問・聞き取り

１）

２）
３）

４）

５）

６）
12
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～平成２８年度の活動～
WGによる保険者訪問・聞き取り ※様式Step８を基に協議

＜Ｓｔｅｐ８ 個別保健事業計画実施報告＞

事業名、保健事業の実施内容（健康課題、事業目的、事業目標、評価指
標、対象者、事業の方法と内容、事業実施体制）、事業評価、課題、対策

①事業名

②目 標

③評価指標 ④目標 ⑤実績 ⑥目標と実績
の違いの背景

⑦気づき ⑧次年度に向
けての検討

ストラク
チャー

プロセ
ス

アウト
プット

アウト
カム

＜Ｓｔｅｐ８ 事業評価 作業シート＞
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～平成２８年度の活動～
（ WGによる保険者訪問・聞き取り 報告書イメージ）

※Ｐ１５～１９に大きく載せています
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～平成２８年度の活動～
（ WGによる保険者訪問・聞き取り 報告書より）

日時 平成28年11月16日（水）10：00～12：00

場所 K町役場 2階 会議室

保険者名 K町

出席者 5名：国保年金係（事務職2名） 健康増進班（保健師3名）

訪問者 7名：長崎県立大学（看護学科教員1名 研究補助1名）

県央保健所（保健師1名）、
国保連合会（事務職1名 保健師3名）

取り上げた事業 重症化予防としての健診未受診者対策
（若年層40～64歳を対象）

訪問目的 保険者が事業を通して評価・改善の仕組みづくりを理解し、確立
できる。

協議内容 1．事業概要説明（保健師代表による全体説明）
2．訪問者からの質問（実態の共有、課題の明確化）
3．訪問者からの助言、提案（参考資料の提示）
4．保険者の反応・新たな発想、気づき
5．次年度に向けた目標確認
6．今日の成果及び訪問者からの応援メッセージ
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～平成２８年度の活動～
（ WGによる保険者訪問・聞き取り 報告書より）

ストラクチャー 【現状・気づき】
・健康増進班の保健師と栄養士が若年層（40～64歳）健診未受診者

を訪問した。今後は国保年金係の協力を得て、主担当を決めたい。
・健康増進班は、母子、成人関連業務両方を担当。成人は、特定保
健指導、訪問対象者の抽出等、作業量が多い。
・国保年金係も特定保健以外の業務（窓口対応、報告書作成等）が
多い。
・全町38地区あり、規模や協力体制にばらつきがある。過去に地区別

の受診率を広報に掲載したが継続していない。
・愛育班や食生活改善推進員の協力は得られる。（健診時のぼり旗、
チラシ配布、声かけ、訪問など）

【改善案】
・地域の地区組織の協力を得る。そのためには、全町の受診状況や
地区別の受診率など経年的な資料を提示し、協力の必要性を促す。
・データの比較・分析、その他の協力機関の発掘など保健所や国保
連合会の助言・協力を得る。
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～平成２８年度の活動～
（ WGによる保険者訪問・聞き取り 報告書より）

プロセス 【現状・気づき】
・40～60歳の前年度健診未受診者かつ未治療者に対象を絞り訪問すること

ができた。
・年間の受診勧奨スケジュールを立案できないまま取り組んでしまった。
・働いている人がほとんどであり、不在が多かった。
・年齢層に応じた受診勧奨を検討する必要性を感じた。
・訪問することで未受診の理由を聞くことができた。（病院嫌い、病院受診し
ている、時間がない等）
・日本ハムの看護師の声かけでパート職員の特定健診、がん検診の勧奨に
つながった。
・全町民対象のがん検診調査票に特定健診に関する項目も追加すれば、そ
の後のフォローにおいての効率性、支援の質の向上が図れる。（世帯ごとの
名前、受診場所、受診希望の有無とその理由等を尋ねる。）
【改善案】
・産業まつり、健康福祉まつり、PTA総会など対象層が集まりやすい年間行

事予定を把握して受診勧奨スケジュールを立案する。
・協力機関として商工会、民間企業などにも働きかける。
・全町民対象のがん検診調査票に特定健診に関する項目を追加することを
関係部署（健康増進班と国保年金係）で話し合う。40歳の人間ドックを受診

した人の意見・感想・動機など尋ね、次の受診に活かす。
17

～平成２８年度の活動～
（ WGによる保険者訪問・聞き取り 報告書より）

アウトカム 【現状・気づき】
・H28.10月末現在の40～64歳の健診受診率24.3%（目標35%）
・H28.10月末現在の40～64歳の健診・治療なしの人の割合28.5%
（目標25%）
・総合健診前に380人の対象者に1回訪問した。
・集団健診希望の未受診者に受診勧奨の文書を60人送付した。住民

の立場にたって健診の必要性について記載した案内にした。
・訪問した人のうち受診したのは37人（9.7%）。4割は病院受診してい
た。男女比は1:1だった。

【改善案】
・訪問した人のうち受診した37人の背景、受診動機、その後のフォ

ローを調査し、今後の受診勧奨に活かす。
・訪問者の働きかけ、文書の内容など支援の質的評価となる。また、
今後のレベルアップにもつながる。

保険者から出
された次年度
に向けた課題

・地域の住民組織を巻き込む。
・具体的に年度末までに国保年金係と健康増進班が連携して広報内
容を事前に話し合う。
・訪問して受診した37人がどういう人達で何故受診したのか明らかに

する。
18



10

～平成２８年度の活動～
（ WGによる保険者訪問・聞き取り 報告書より）

所感
＜一部抜粋＞

・訪問は課題を明確にしてＰＤＣＡサイクルの意識化だが、保健師と事務
方双方に異なる課題があることが分かった。車の両輪と位置付け、両者
の相互理解と、両者にとってのＰＤＣＡが明確化するように運ぶ必要があ
る。
・話し合いを通してそれぞれの立場で情報提供し、互いに共有することで
課題が明確になった。この体験を通して話し合うことの重要性を再認識で
きたと思う。
・基盤となる支援者には住民も含まれることを認識し、住民の主体性を引
き出す方法を今後も検討してほしい。
・プロセスの効率化、質向上のための手法を理解し、他の事業にも応用
してほしい。
・質の評価の重要性について37名の受診者の調査から明確化すること

を期待したい。
・大学が提供した資料で地域全体を視野に入れることで効率的に支援で
きることを実感してもらえた。地区把握の重要性の再認識に、つながった。
・今後は、評価指標を用いて再度検討することで、新たな気づきから新た
な課題へと発展し、保健活動の質の向上につなげてほしい。

以上から訪問目的は、達成できたと考える。今後も保険者が実施する事
業のPDCAサイクルをサポートしながら、支援方法を検討したい。

19

大学提供資料とは・・・ ※一部抜粋
実施主体 基盤（ストラクチャー） 実施・実績（プロセス）

行政：国保課 国保年金係
行政：保健 健康増進班、長崎県国保連合会等が行うデータヘ

ルスに関する研修会、第２期特定健康診査等実施
計画
Ｋ町データヘルス計画、Ｋ町健康増進計画、Ｋ町
歯科保健推進計画、Ｋ町新型インフルエンザ等対
策行動計画

行政：その他 介護保険係、第６期Ｋ町高齢者保健福祉計画・介
護保険事業計画、Ｋ町行政改革大網実施計画

広報・広聴

関係機関：医師会 郡医師会、歯科医師会
関係機関：保健所 長崎県、保健所 こころの健康づくり
関係機関：その他 長崎県国民健康保険団体連合会、Ｋ町社会福祉協

議会、商工会、Ｋ町農業委員会、Ｋ町漁業協同組
合、Ｋ町観光協会、Ｋ町教育委員会、Ｋ町文化協
会、シルバー人材センター、地区保健福祉組合
学校、保育園 認定こども園、子育て支援セン
ター

学校施設の活用(健全育成
活動、地域住民の生涯学
習活動等)
K町総合計画審議会
住民意識調査（回収率
22.2%）

住民：組織 ボランティア連絡協議会、民生委員児童委員、自
治会、Ｋ町老人クラブ連合会、Ｋ町婦人会、母子
愛育班、ボランティア団体、食生活改善推進協議
会、母子保健推進員、子供育成会連絡協議会、観
光ボランティアガイド、まちづくり団体

愛育食育フェスティバル
健診のよびかけ、家庭訪
問（母子保健推進員）、
学校支援会議、青少年育
成町民会議、他市町との
交流

住民： 地域見守りネットワーク構築地区(H26 12地区)
婦人防火クラブ（19地区）、地域パトロール活動
交通指導員、交通安全母の会、K史談会

町民大運動会
体験型学習（農業体験、
ボランティア活動）

20
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～平成２８年度の活動～ 全体研修会
※ヘルスサポートに申請がなかった市町も対象

データヘルスの推進にかかる研修会開催要領 ※一部抜粋
【目 的】

本研修会は、保険者がデータヘルス計画を策定し、個別保健事業を実施し、PDCAサイクルに沿った
評価・改善の仕組みを理解することを目的とする。

【主催･共催】

主催／長崎県保健事業支援･評価委員会

共催／長崎県国民健康保険団体連合会

【対象者】

①市町村

②その他保険者（国保組合､後期高齢者医療広域連合）

上記①②における

データヘルス計画及び個別保健事業実施計画に関わる者

その他の保健事業計画に関わる者 等

③長崎県（国保･健康増進課､福祉保健課､各保健所）

【事前課題】

参加者は、研修会当日に受付で事前課題を提出していただきます。

同封の事前課題用紙をメールで添付することも可能ですので、希望される場合は受講

申込書のメールアドレス欄に必要事項を記入し返信ください。
21

～平成２８年度の活動～ 全体研修会

時 間 内 容

１０：００ 受付

１０：３０ ○主催者挨拶
長崎県国民健康保険団体連合会

１０：４０ ○説明事項（２０分）
「データヘルスに対する支援･評価委員会の取り組み」

長崎県国民健康保険団体連合会

１１：００ ○講演（６０分）
「個別保健事業計画の目的・目標・評価指標の設定や見直しについて」

長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 教授 大西 真由美 氏

１２：００ 休憩（６０分）

１３：００ ○講演（３０分)
「ここが肝心 ＣとＡ ～次年度に向けた仕掛けと段取り～」

長崎県立大学看護栄養学部 学科長/教授 久佐賀 眞理 氏

○グループワーク（１３５分）
１）事例提供者のＰ－Ｄ－Ｃ－(Ａ)サイクルを一緒に辿り、気づきを「ストラ

クチャー」「プロセス」「アウトプット」「アウトカム」に分類します。
２）「ストラクチャー」を取り上げて、次年度の新たな目標、評価指標と方法・

内容を検討します。

○総まとめ（１５分）
長崎県立大学看護栄養学部 学科長/教授 久佐賀 眞理 氏

１６：００ 閉会

平成２８年度 データヘルスの推進にかかる研修会

※支援評価委員会
や保険者訪問の中
で協議の中に多く
取り上げたものや
課題となったものを
テーマに抽出

22
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～平成２８年度の活動～ 全体研修会 ※事前課題

保険者名
提出者氏名

■データヘルスの推進にかかる研修会
事前課題シート １

１）次の２つの中から、テーマを一つ選び、
○をつけてください。

① 若年層の健診受診率向上について
② 重症化予防事業の取り組みについて

２）上記１）で選択したテーマの中で、現在取り組まれて
いる個別保健事業の一つについてご記入ください。

項目 個別保健事業計画概要の記入欄

1 事業名

2
保健事業の
実施内容

健康課題

事業目的（事業１年目の目的）

事業目標（事業１年目の最終目標）

評価指標、評価指標の集め方、事業評価の方法

対象者(年齢、性別、対象者数、性質など）

事業の方法と内容

事業実施体制

■データヘルスの推進にかかる研修会 事前課
題シート ２

３ 事業評価

①
目標を達成するため
に行ったこと・行おう
としたこと

②
「①」に対す
る実績

③
気付き ※１

④
今後の課題 ※

１

⑤次年度に行うこと
（対策）

※１ 「③気付き」、「④今後の課題」に記入した内容が、次の１～４のど
の評価の観点に該当するか、番号をご記入ください。

１ ストラクチャー（構造）・・・誰が、どういう体制で
２ プロセス（過程）・・・どのように
３ アウトプット（事業実施量）・・・どれだけやって
４ アウトカム（結果）・・・その結果どうなったか

23

～平成２８年度の活動～ 全体研修会 ※グループワーク構成

平成２８年度 データヘルスの推進にかかる研修会 【グループ名簿】 ※一部抜粋

N0. 保険者名 所属 役職/職種 性別
テーマ
番号

グルー
プ

保健所
支援評価委員
国保連合会等

1 2 Ａ市 健康づくり課 保健師 女性 ①

１G
（５名）

壱岐保健所 A

2 6 Ｂ市 健康増進課 保健師 女性 ①

3 21 Ｃ町 健康相談センター
技師/栄養

士
女性 ①

4 22 Ｃ町 保険環境課 事務職 男性 ①

5 23 Ｄ町 健康保険課 保健師 女性 ①

6 4 Ｅ市 保健センター 事務職 男性 ①

２G
（５名）

西彼保健所 B

7 7 Ｂ市 健康増進課 栄養士 女性 ①

8 11 Ｆ市 健康政策課 事務職 女性 ①

9 16 Ｇ町 健康保険課 保健師 女性 ①

10 20 Ｃ町 健康相談センター
技師/保健

師
女性 ①

11 1 Ａ市 国民健康保険課 事務職 男性 ②

３G
（４名）

壱岐保健所 C

国保連合会
12 8 Ｈ市 健康保健課 保健師 女性 ②

13 10 Ｆ市 健康政策課 保健師 女性 ②

14 13 Ｉ市 健康づくり課 保健師 女性 ②

※グループには、事務
職、男性を振り分けた。

※各グループに、保健
所と支援評価委員会委
員を配置

24



13

～平成２８年度の活動～ 全体研修会 ※グループワーク
時 間 内 容 備考

１３：３０ １）役割の決定（記録者は事前にお願いしています） (２分)
▶グループ内で司会者を決定。

２）自己紹介 （１人１分）
▶所属、名前、研修会で学びたい事を一言。

３）個別保健事業計画の紹介（１人５分＋５分）
▶事前課題シート１の概要を紹介。取り組んだ感想を一言。
▶事例提供者を１人決定。

４０分

１４：１０ ４）グループでの協議
事例提供者の事前課題シート１・２の加筆修正
①シート１・２を用いて事例提供者のＰ－Ｄ－Ｃ－(A)サイクルを一緒に辿
り、事例提供者の気づきを広げる。

②気づきを「ストラクチャー」「プロセス」「アウトプット」「アウトカ
ム」に分類し、番号をつけ整理する。

③それぞれ次年度に向けた課題を思いつくだけ上げてみる。

④「ストラクチャー」の課題を取り上げて、課題それぞれに次年度の目標と
評価指標、取り組み内容を記載する。

７０分

１５：２０ ５）グループワークを参考に自分の事業に当てはめよう！
▶グループで協議した内容を参考に、自分の事業のストラクチャーについ
て次年度計画を立案。

１５分

１５：３５

１５：４５

６）グループ内での共有（振り返り） １０分
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～平成２８年度の活動～ 研修会【前】アンケート
ご自身の状況

①データヘルスに対する支援・
評価委員会の取り組み

①-1.
長崎県における保健事業支援・評価委員会の取り組み内容を
理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　　    1.理解していない

②-1. 事業の「目的」の立て方について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　　    1.理解していない

②-2. 事業の「目標」の立て方について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　　    1.理解していない

②-3. 「評価指標」の立て方について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　　    1.理解していない

②-4. 評価を意識した目的・目標を立てることについて理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　　    1.理解していない

③-1. 評価の視点「ストラクチャー」について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　　    1.理解していない

③-2. 評価の視点「プロセス」について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　　    1.理解していない

③-3. 評価の視点「アウトプット」について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　　    1.理解していない

③-4. 評価の視点「アウトカム」について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　　    1.理解していない

③-5. 「PDCAサイクル」の重要性を理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　　    1.理解していない

②個別保健事業計画の目的・
目標・評価指標の設定や見直
しについて

③ここが肝心　CとA　～次年度
に向けた仕掛けと段取り～

④グループワーク

本研修の内容
4段階（当てはまる数字に○をつけて下さい）
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～平成２８年度の活動～ 研修会【後】アンケート

①データヘルス
に対する支援・
評価委員会の取
り組み

①-1.
長崎県における保健事業支援・評価委員会の取
り組み内容を理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　    1.理解していない

②-1. 事業の「目的」の立て方について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　    1.理解していない

②-2. 事業の「目標」の立て方について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　    1.理解していない

②-3. 「評価指標」の立て方について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　    1.理解していない

②-4.
評価を意識した目的・目標を立てることについて
理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　    1.理解していない

③-1.
評価の視点「ストラクチャー」について理解してい
る

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　    1.理解していない

③-2. 評価の視点「プロセス」について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　    1.理解していない

③-3. 評価の視点「アウトプット」について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　    1.理解していない

③-4. 評価の視点「アウトカム」について理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　    1.理解していない

③-5. 「PDCAサイクル」の重要性を理解している

4．理解している　　　　３.　　　　　　　 ２.　　　　    1.理解していない

2. その他、ご意見・ご要望等がございましたらご記入ください。

②-5.  その他、気付きや感想等をご記入ください。

③-6. その他、気付きや感想等をご記入ください。

②個別保健事業
計画の目的・目
標・評価指標の
設定や見直しに
ついて

③ここが肝心　C
とA　～次年度に
向けた仕掛けと
段取り～
④グループワー
ク

達成状況

4段階（当てはまる数字に○をつけて下さい） ○を付けた理由
本研修の内容
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第76回日本公衆衛生学会 ｉｎ鹿児島

一般示説（ポスター）

演題名：国保データヘルス計画の立案とＰＤＣＡ
サイクルに関する研修前後の知識獲得状況

28
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今後の取り組みについて

○第１期データヘルス計画及び個別保健事業
計画の振り返り（評価）

○第２期データヘルス計画及び個別保健事業
計画の策定支援 等

※平成２９年度の国保・後期高齢者ヘルスサ
ポート事業の申請保険者（１２保険者）以外の
対応 ⇒ 市町事務支援訪問事業

29

ご清聴ありがとうございました

長崎県国保マスコット「すこやかくん」
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